


を
目
的
に
立
ち
上
げ
た
「
食
料
生
産
地
域
再
生
の

た
め
の
先
端
技
術
展
開
事
業
」
に
参
加
す
る
こ
と

に
。
こ
の
事
業
は
、
農
業
者
が
研
究
機
関
や
自
治

体
と
連
携
し
、
最
新
技
術
の
実
証
研
究
を
行
う
も

の
で
す
。

　
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
米
の
「
乾
田
直
播
」

で
す
。
こ
れ
は
、
水
を
張
っ
て
い
な
い
田
に
、
直

接
種
も
み
を
播
き
、
苗
が
あ
る
程
度
育
っ
た
と

こ
ろ
で
水
を
入
れ
る
栽
培
法
。
育
苗
や
代し
ろ

掻か

き
の

必
要
が
な
い
た
め
、
作
業
時
間
が
大
幅
に
減
り
、

生
産
コ
ス
ト
を
２
〜
３
割
削
減
で
き
ま
す
。
農

地
に
凹
凸
が
あ
る
と
、
生
育
に
バ
ラ
つ
き
が
出

て
収
穫
が
下
が
る
の
が
難
点
で
し
た
が
、
耕
谷

ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
大
型
機
械
で
農
地
を

精
密
に
平
ら
に
す
る
新
技
術
を
導
入
。
収
量
を
、

通
常
の
栽
培
方
法
並
み
に
す
る
こ
と
に
成
功
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）」
を
活
用
し

た
栽
培
管
理
も
実
践
。
こ
れ
は
、
作
業
内
容
を
デ

ー
タ
と
し
て
記
録
し
た
り
、
降
水
量
や
日
照
時
間

な
ど
の
気
象
情
報
を
収
集
し
た
り
す
る
シ
ス
テ
ム

で
、
作
業
の
効
率
化
や
、
収
穫
適
期
の
予
測
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
育
を
早
め
る

「
伏
せ
込
み
促
成
栽
培
」
や
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
周
年

栽
培
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
中
で
す
。

 「
こ
の
地
域
の
復
興
と
農
業
の
未
来
の
た
め
に

も
、
こ
う
し
た
技
術
開
発
に
、
い
っ
そ
う
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
、
大
友
さ
ん
は
力
強

く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

津
波
で

農
地
の
９
割
が
浸
水

　
宮
城
県
の
南
東
に
位
置
す
る
名
取
市
。
肥
沃
な

土
地
と
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
米
、
野
菜
、
果

物
、
花
き
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
物
が
栽
培
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
㈲
耕
谷
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
15
年
、

耕
谷
地
区
の
４
人
の
農
家
が
設
立
。
高
齢
者
が

多
く
、
担
い
手
の
い
な
い
米
農
家
・
野
菜
農
家
か

ら
、
農
作
業
を
受
託
し
、
地
域
の
農
業
を
支
え

て
き
ま
し
た
。

　
当
初
の
経
営
面
積
は
約
35 

ha
で
し
た
が
、
平
成

22
年
に
は
76 

ha
ま
で
拡
大
。
収
益
も
１
億
円
を
突

破
し
、
10
人
の
社
員
を
雇
用
す
る
ま
で
に
成
長
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
23
年
3
月
11
日
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
津
波
で
、
農
地
の
９
割
が
浸
水
。
ト
ラ

ク
タ
ー
3
台
も
流
さ
れ
ま
し
た
。

 「
津
波
が
引
い
た
後
、田
ん
ぼ
に
行
っ
て
み
る
と
、

一
面
、
が
れ
き
の
山
で
し
た
。
愕
然
と
し
ま
し
た

が
、
と
に
か
く
早
く
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、

と
思
い
ま
し
た
」
と
、
代
表
取
締
役
の
大
友
清
康

さ
ん
は
、
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
大
友
さ
ん
ら
は
、
震
災
直
後
か
ら
農
業
機
械
の

入
手
に
奔
走
。
が
れ
き
の
撤
去
や
農
地
の
除
塩
作

業
も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
農
地
の
排
水
施
設
が

被
災
し
、
こ
の
年
の
米
作
り
を
見
合
わ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
近
隣
の
農
家
か
ら
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
60 

ha
の
農
地
に
大
豆
を
作
付
け

し
、
事
業
を
継
続
し
ま
し
た
。

米
の「
乾
田
直
播
」を
導
入
し
て
、

生
産
コ
ス
ト
を
３
割
削
減
！

　
津
波
に
よ
り
、
沿
岸
部
で
は
、
３
分
の
２
を
超

え
る
農
家
が
農
業
を
断
念
し
ま
し
た
。
㈲
耕
谷
ア

グ
リ
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
そ
う
し
た
農
家
か
ら
の
委

託
が
急
増
。
平
成
24
年
に
は
、
経
営
面
積
が
約

1
0
0
ha
に
達
す
る
一
方
、
人
手
不
足
に
悩
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

 「
委
託
さ
れ
た
も
の
は
、
す
べ
て
受
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
人
手
が
足
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
れ
で
少
人
数
で
も
、
大
規
模
な
農

業
経
営
が
で
き
る
よ
う
、
農
作
業
を
効
率
化
す
る

技
術
の
導
入
が
必
要
だ
と
実
感
し
た
ん
で
す
」

　
そ
こ
で
、
農
林
水
産
省
が
被
災
地
の
早
期
復
興
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東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
に
よ
り
、名
取
市
沿
岸
部
で
は
1
，2
4
5
ha
の
水
田
が
被
災
し
ま
し
た
。米
作
り
を
断
念
し
た
農
家

に
代
わ
っ
て
立
ち
上
が
っ
た
農
業
者
集
団
は
、田
起
こ
し
後
に
直
接
種
も
み
を
播
く「
乾か

ん

田で
ん

直ち
ょ
く

播は
ん

」な
ど
の
技
術
を
導
入
し
、少
人
数

で
１
０
０
ha
も
の
農
地
を
守
る
大
規
模
経
営
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

大
規
模
経
営
を
可
能
に
す
る
最
新
技
術
を
フ
ル
活
用

震
災
に
よ
る
津
波
で
、被
災
し
た
農
家
に
代
わ
り
、

１
０
０
ha
の
農
地
を
守
る
農
業
者
集
団
、た
だ
い
ま
奮
闘
中
！

宮
城
県
名
取
市
／

㈲
耕
谷
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス

文
／
梶
原
芳
恵
　
写
真
提
供
／
㈲
耕
谷
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス

表紙：タンジョウ農場　撮影：多田昌弘
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東日本大震災からの復旧・復興に向けて
宮城県名取市／㈲耕谷アグリサービス  　

特集１

一歩踏み出そう ！
憧れの農業へ
チャレンジャーズ　トップランナーの軌跡
広島県　農事組合法人ファーム・おだ  
特集２
食文化研究家・清 絢の
味わい ふれあい 出会い旅
第11回／兵庫県淡路市「ちょぼ汁」

アフ・ラボ
ウナギの大量生産の実現に向けて
完全養殖技術が一歩前進！

MAFF TOPICS
○2015年ミラノ国際博覧会 
　開幕２カ月前
　日本館プレス発表会レポート
○４月15日から５月14日は
　「みどりの月間」

読者の声

「乾田直播」を行った面積は、平成24年
時点で60ａ。毎年、少しずつ拡大している

被災直後の農地の様子

現在、スタッフは役員４人、正社員８人、パート１０人の計
２２名。前列左から４番目が代表取締役の大友清康さん

水田はがれきの山に埋もれ、農機具
はすべて流された。「耕谷ではなく、ま
るで〝荒野〞のようだった」と、前代表
の佐藤さん
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いま、農業が
注目されています

TOPICS

いま、農業を志す若者が増えています。
その理由は「農業や農村の生活に魅力を感じる」
「自然や動物が好き」など様々。高齢化が進むなかで
若い新規就農者が増えれば、「攻めの農業」を実現
していくための大きな力になります。
「農業には興味があるけど、勇気がでなくて」という
あなた、今こそ一歩踏み出すときです。

特集1 一歩踏み出そう！   憧れの農業へ
文／佐々木泉（p.8-11) 写真／多田昌弘（p.4-5、6、8-11）

81%増

　
い
ま
、
農
業
を
志
す
若
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
の
新
規
就
農
者
数
は
5

万
8
1
0
人
、
そ
の
う
ち
、
将
来
の
担
い
手

と
期
待
さ
れ
る
40
歳
未
満
の
新
規
就
農
者
は

1
万
3
0
0
0
人
程
度
で
す
が
、
な
か
で
も
、

40
歳
未
満
の
新
規
参
入
者
（
※
）
は
、
2
年

間
で
倍
近
く
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
女
性
の
新
規
就
農
者
数
は
1
万

1
5
8
0
人
で
、
新
規
参
入
者
も
2
年
間

で
1
.
4
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
若
者
の
農
業
へ
の
関
心
の
高
ま
り

に
応
え
る
た
め
、
農
林
水
産
省
で
は
、
新
規

就
農
相
談
会
「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
来
場
者
数
は

8
1
8
8
人
で
、
20
代
か
ら
40
代
の
若
い
世

代
が
約
6
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
人
な
ど
を
対
象
と
し
た
短

期
間
の
農
業
就
業
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
）
も
実
施
。
平
成
19
年
度
に
1
5
6
人

だ
っ
た
参
加
者
数
は
、
平
成
25
年
度
に
は

7
9
0
人
と
5
倍
に
増
加
し
、
そ
の
う
ち

20
代
か
ら
40
代
の
若
い
世
代
が
約
9
割
と

若
者
の
農
業
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
す
。

　
農
村
地
域
で
も
、
農
業
を
志
す
若
者
の

期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
、
都
道
府
県
、
市

町
村
で
も
Ⅰ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
新
規

就
農
者
を
支
援
す
る
様
々
な
施
策
が
年
々

充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、「
農
林
水
産
業
・

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、
10

年
後
の
平
成
35
年
ま
で
に
、
40
代
以
下
の

農
業
従
事
者
を
40
万
人
に
ま
で
拡
大
す
る

こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

※ 

「
新
規
参
入
者
」
…
…
新
規
就
農
者
の
う
ち
、
土
地

や
資
金
等
を
独
自
に
調
達
し
、
新
た
に
農
業
の
経
営

を
開
始
し
た
者
の
こ
と
を
い
う
。

農業就業体験には、
年間790人が参加！

790人

156人
平成19年度

平成25年度

農業就業体験参加人数

資料：農林水産省調べ 資料：農林水産省「新規就農者調査」より

新規参入者は、
大きく増加！

1450人

800人
平成23年

平成25年

40歳未満の新規参入者数
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農
業
を
始
め
る
に
あ
た
り
、「
農
地
の

確
保
」「
資
金
の
確
保
」「
技
術
の
習
得
」

が
就
農
希
望
者
の
多
く
が
直
面
す
る
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
課
題
に
つ
い
て
、
農
林
水
産
省

で
は
農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
た
農
地

の
貸
付
や
無
利
子
の
融
資
制
度
、
道
府
県

農
業
大
学
校
な
ど
の
農
業
教
育
機
関
へ
の

支
援
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
は
就

農
５
年
目
で
も
約
半
数
の
者
が
農
業
所
得

で
生
計
が
成
り
立
た
な
い
な
ど
経
営
が
不

安
定
で
、
離
農
に
至
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
農
林
水
産
省
で
は
平
成
24

年
度
か
ら
、
新
規
就
農
し
定
着
す
る
青
年

農
業
者
を
倍
増
さ
せ
る
た
め
の
支
援
策
を

総
合
的
に
講
じ
て
い
ま
す
。

●
青
年
就
農
給
付
金
（
準
備
型
）

　 

県
農
業
大
学
校
な
ど
の
農
業
経
営
者

育
成
教
育
機
関
、
先
進
農
家
・
先
進

農
業
法
人
で
就
農
に
向
け
て
必
要
な

技
術
な
ど
を
習
得
す
る
た
め
に
研
修

を
受
け
る
場
合
、
原
則
と
し
て
45
歳

未
満
で
就
農
す
る
人
に
対
し
、
最
長

２
年
間
、
年
間
1
5
0
万
円
が
給
付

さ
れ
ま
す
。

●
青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）

　 

経
営
が
不
安
定
な
就
農
直
後
の
所
得
の

確
保
を
支
援
す
る
た
め
、
原
則
と
し
て

45
歳
未
満
で
独
立
・
自
営
就
農
す
る
人

に
対
し
、
最
長
5
年
間
、
年
間
最
大

1
5
0
万
円
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

●
農
の
雇
用
事
業

１
）
雇
用
就
農
者
育
成
タ
イ
プ

　 

農
業
法
人
な
ど
が
就
農
希
望
者
を
新
た

に
雇
用
し
て
実
施
す
る
研
修
に
対
し

て
支
援
し
ま
す（
年
間
最
大
1
2
0
万

円
、
最
長
2
年
間
）。

２
）
法
人
独
立
支
援
タ
イ
プ

　 

農
業
法
人
な
ど
が
独
立
を
め
ざ
す
就

農
志
望
者
を
雇
用
し
、
農
業
法
人
設

立
・
独
立
に
向
け
て
実
施
す
る
研
修

に
対
し
て
支
援
し
ま
す（
年
間
最
大

1
2
0
万
円
、
最
長
4
年
間
、
た
だ

し
3
年
目
以
降
は
年
間
最
大
60
万
円
）。

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
で
、就
農
希
望
者
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
！

資
金
や
農
地
の
確
保
に
、技
術
の
習
得
な
ど
…
…

就 農 の 準 備 段 階

就 農 の 開 始 段 階

独立して農業を始めたい 農業法人で働きたい

青年就農給付金
（経営開始型）

経営体育成支援事業

青年等就農資金

農業を始めて間もない時期に
給付金を給付

機械・施設整備への補助

機械・施設整備への
無利子融資

農の雇用事業
（法人向け支援）

女性の活躍を推進します 一流の農業経営者を育成します

就農支援イベントを開催 農地、資金、技術習得などの情報提供

農業法人などが実施する
ＯＪＴ研修※を支援

※ＯＪＴ研修とは、「On the Job 
Training」の略称で、実際の仕
事の現場で、その業務に必要な
知識や技術を習得させる研修の
こと。農業法人や農家の下で実
践的な農業の技術や経営ノウ
ハウを習得できます。

青年就農給付金（準備型）
農業技術の研修期間中に給付金を給付

技術・経営
ノウハウの
習得

所得の
確保

機械・施設
の取得など

技術の習得
雇用の促進

　
農
業
経
営
に
は
、
技
術
力
と
と
も
に
優
れ

た
経
営
力
が
必
要
で
す
。

　
平
成
25
年
に
一
般
社
団
法
人
ア
グ
リ

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
パ
ン
が
開
校
し
た
日
本

農
業
経
営
大
学
校
で
は
、
一
流
の
農
業
経
営

者
と
な
る
人
材
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
2
年

間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
経
営
戦
略
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
最
先
端
の
農
業
技
術
や
国

内
外
の
農
業
政
策
の
講
義
、
先
進
農
業
経
営

体
で
の
長
期
の
研
修
や
企
業
研
修
な
ど
実
に

多
彩
。

　
平
成
27
年
3
月
に
は
1
期
生
18
名
が
卒
業

し
、
全
員
が
全
国
各
地
域
に
就
農
し
ま
し
た
。

　
青
年
農
業
者
の
就
農
準
備
を
支
援
す
る
た

め
、
全
国
お
よ
び
各
都
道
府
県
の
農
業
会
議

な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る
相
談
窓
口
が
「
新

規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

 

「
農
業
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？
」「
農
業
を
始

め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
？
」
な
ど
の
質

問
に
答
え
る
た
め
、
個
別
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

　
他
に
も
、
農
業
法
人
な
ど
の
求
人
情
報
の

公
開
や
、
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の

農
業
体
験
の
募
集
、
各
都
道
府
県
で
開
催
さ

れ
る
就
農
相
談
会
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
情
報

の
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
11
月
に
、
農
林
水
産
省

が
立
ち
上
げ
た
農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
女
性
農
業
者
が
日
々
の
生

活
や
仕
事
、
自
然
と
の
関
わ
り
の
な

か
で
培
っ
た
知
恵
を
、
様
々
な
企
業

の
※
シ
ー
ズ
と
結
び
つ
け
、
新
た
な

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
を
発
信
す

る
も
の
で
す
。

　
女
性
農
業
者
の
活
動
を
社
会
全
体

に
発
信
す
る
こ
と
で
、
そ
の
存
在
感

を
高
め
、
将
来
的
に
は
職
業
と
し
て

農
業
を
選
択
す
る
女
性
の
増
加
を
図

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

※ 

シ
ー
ズ
と
は
、
企
業
な
持
つ
技
術
、

ノ
ウ
ハ
ウ
、
ア
イ
デ
ア
の
こ
と

　
農
林
水
産
省
の
補
助
事
業
と
し
て
開
催
し

て
い
る
就
農
支
援
イ
ベ
ン
ト
が
「
新
・
農
業

人
フ
ェ
ア
」（
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
ジ
ョ

ブ
ズ
主
催
）。
平
成
26
年
度
は
7
回
実
施
さ

れ
、
フ
ェ
ア
会
場
で
は
就
農
希
望
者
や
地
方

公
共
団
体
、
農
業
法
人
な
ど
が
一
堂
に
会
し
、

就
農
に
関
す
る
各
種
情
報
提
供
や
農
業
法
人

に
よ
る
会
社
説
明
の
ほ
か
、
独
立
就
農
に
向

け
た
個
別
相
談
な
ど
も
実
施
。「
新
・
農
業

人
フ
ェ
ア
」
以
外
に
も
、
就
農
希
望
者
向
け

の
就
農
支
援
イ
ベ
ン
ト
は
増
え
て
い
ま
す
。

農
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、コ
ネ
ク
ト
・

ア
グ
リ
フ
ー
ド
・
ラ
イ
ン
ズ
の
開
催
す
る「
ア

グ
リ
ク
」
な
ど
は
、
文
科
系
学
生
も
多
数
参

加
す
る
こ
と
で
、
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日本農業経営大学校

全国新規就農相談センターなど新・農業人フェアなど

農業女子プロジェクト などど

▼「日本農業経営大
学校」の授業風景

▼

授業の合間は、
ラウンジで仲間と
語らう貴重な時間

▼

就農希望者には
個別相談を実施

平成26年度の「新・
農業人フェア」は、全
7回で8000人以上
が来場

▼

全国で農業女
子メンバーが活躍

▼

20社の企業とさまざまな取り組みを展開（27年3月現在）

▼各地でも定期的に
就農相談会も開催

一歩踏み出そう！  憧れの農業へ

62015　　 4月号7 2015　　 4月号



会社勤めを辞めてから、家庭菜園に夢中に！
すくすく育つナスやミニトマトが、本当にいとおしくて
気づいたら、有機野菜の農家になってました（笑）

土橋さんの

お仕事スケジュール
夏

　　がたいへんだった！

地
を
借
り
、
卒
業
後
す
ぐ
に
地
元
直
売
所

へ
野
菜
の
出
荷
を
ス
タ
ー
ト
。
研
修
や
農

業
経
営
に
は
農
林
水
産
省
の
青
年
就
農
給

付
金
事
業
を
活
用
し
ま
し
た
。

経
営
を
成
り
立
た
せ
る
た
め

直
売
所
以
外
へ
販
路
を
拡
大

　
最
初
は
、
直
売
所
に
周
年
出
荷
す
る
た

め
、
少
量
多
品
目
の
作
付
け
を
し
て
い
ま

し
た
。

 

「
た
だ
品
目
が
多
い
と
、
そ
の
ぶ
ん
手
間

も
増
え
ま
す
し
、
袋
詰
め
な
ど
の
出
荷
準

備
も
た
い
へ
ん
。
す
べ
て
一
人
で
の
作
業

に
な
る
の
で
、
効
率
を
上
げ
な
い
と
経
営

が
成
り
立
た
な
い
と
気
が
つ
い
た
ん
で

す
」

　
そ
こ
で
、
直
売
所
以
外
の
新
た
な
販
路

を
模
索
す
る
こ
と
に
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ

海
外
研
修
に
行
っ
た
際
、
有
機
野
菜
を
取

り
扱
っ
て
い
る
企
業
の
人
と
知
り
合
い
ま

し
た
。

 
「
昨
年
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
出
荷
し
た
と

こ
ろ『
お
い
し
い
で
す
ね
！
』
と
高
評
価

を
い
た
だ
き
、
本
格
的
に
取
り
引
き
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　
取
り
引
き
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
ロ
ッ
ト
を

そ
ろ
え
て
出
荷
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
袋

詰
め
を
せ
ず
コ
ン
テ
ナ
で
納
品
で
き
る
た

め
作
業
の
軽
減
化
に
も
つ
な
が
る
こ
と
で

す
。

　
そ
の
た
め
、
昨
年
か
ら
季
節
ご
と
に
３

品
目
を
メ
イ
ン
に
し
た
作
付
け
計
画
を
立

て
、
栽
培
す
る
野
菜
を
厳
選
し
て
い
ま
す
。

「
今
夏
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
、

オ
ク
ラ
を
柱
に
し
て
い
き
ま
す
。
地
元
の

子
ど
も
た
ち
を
と
き
ど
き
畑
に
招
い
て
い

る
の
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
体
験
を

し
て
も
ら
い
喜
ば
せ
た
い
。
小
さ
い
頃
か

ら
土
に
親
し
ん
で
も
ら
い
、
収
穫
し
た
て

の
お
い
し
い
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
」
と
土
橋
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

土橋綾子さん／就農歴２年（埼玉県鶴ヶ島市）

電機メーカー勤務時代は、特許
部門で働いていた土橋さん（右）

トウモロコシ「ゴールドラッシュ」
の種を植える土橋さん。就農し
てから作業着はいつもズボンで
飽き飽きしていたとか。最近は
畑でもスカートをはくことも

鶴ヶ島市内の約40ａの畑。少量多品目を作付けしていたときは、
年間で40～ 50品目の野菜を栽培していた

自分の裁量で経営できるのが農業のお
もしろさです。栽培方法を変えてみたり、
消費者の動向を見ながら作付け品目を
選んだりと工夫しだいで仕事も人間関
係も広がります。

有機栽培なので夏の草取りがたいへん！ 
重量野菜や堆肥袋など重いものも扱う
のでバッチリ筋肉がつきました。就農し
たての頃、働きすぎて倒れたこともある
ので、週に１日は休むようにしています。

収穫した芽キャベツ
を袋詰めして直売
所へ。この作業に
時間がかなりかかる

かなり
重い……

24

12

18 6

24

12

18 6

秋～春

電機メーカー勤務から野菜農家へ

ここ

ここ

　
約
40ａ
の
畑
で
露
地
野
菜
を
有
機
栽
培

し
て
い
る
土
橋
綾
子
さ
ん
。
く
わ
を
扱
う

姿
も
堂
に
入
って
い
ま
す
が
、
数
年
前
ま
で

農
業
と
は
無
縁
の
生
活
で
し
た
。
電
機
メ
ー

カ
ー
で
働
い
て
い
た
土
橋
さ
ん
が
農
業
を
志

す
契
機
と
なっ
た
の
は
家
庭
菜
園
で
す
。
埼

玉
県
鶴
ヶ
島
市
に
家
を
建
て
、
家
計
の
足

し
に
と
庭
先
で
野
菜
を
作
る
よ
う
に
な
って

か
ら
「
は
ま
っ
た
！
」の
だ
そ
う
。

 

「
野
菜
が
日
々
、
生
長
し
て
い
く
様
子
を

見
る
の
が
ワ
ク
ワ
ク
し
て
、
す
ご
く
い
と
お

し
く
な
っ
て
。
ち
ょ
う
ど
中
国
の
ギ
ョ
ウ
ザ

事
件
な
ど
が
社
会
問
題
に
なっ
た
時
期
で
も

あ
っ
た
の
で
、
自
分
で
育
て
た
野
菜
を
食
べ

る
よ
う
に
な
って
か
ら
食
の
安
全
に
も
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
そ
ん
な
折
、
農
業
大
学
校
な
ど
で
研
修

し
な
が
ら
就
農
支
援
を
受
け
る
「
新
規
就

農
サ
ポ
ー
ト
事
業
」の
存
在
を
鶴
ヶ
島
市
の

広
報
誌
で
知
り
、「
農
家
に
な
る
」
と
い
う

こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

 

「
地
域
に
貢
献
で
き
る
仕
事
が
し
た
い
と

思
って
い
た
の
で
、
農
業
は
ま
さ
に
地
域
密

着
型
の
仕
事
！ 

野
菜
作
り
を
も
っ
と
極
め

た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
」

　
早
速
、
鶴
ヶ
島
市
の
事
業
に
応
募
。

２
０
１
０
年
４
月
に
埼
玉
県
農
業
大
学
校

に
入
学
し
、
本
格
的
に
野
菜
作
り
を
学
び

始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
の
紹
介
で
農

一歩踏み出そう！  憧れの農業へ

今年はさらに
栽培品目を厳選

畑管理
作業

睡眠・自由時間

睡眠・自由時間

休憩

収穫、調製、
荷造り、
出荷

収穫、調製、
荷造り 出荷、

畑管理
作業休憩

土橋さんに聞く

一歩踏み出したら
　　が楽しかった
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一歩踏み出そう！  憧れの農業へ

料理人なのに、野菜がどう育つのか、全然知らないことに
がくぜん。将来は、菜園付きカフェを開きたいので、
今は、研修仲間の安野さんと、勉強の毎日ですね

安野雅子さん・市川智章さん／研修歴１年
タンジョウ農場（千葉県千葉市）

料理人・マッサージ師から農場勤務へ

　
約
1
ha
の
畑
で
野
菜
や
麦
を
育
て
、
黒

毛
和
牛
の
繁
殖
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
も
営
む

タ
ン
ジ
ョウ
農
場
。
2
年
前
か
ら
は
農
場
内

に
直
営
の「
タ
ン
ジ
ョ
ウ
フ
ァ
ー
ム
キ
ッ
チ
ン
」

を
オ
ー
プ
ン
し
、
農
場
で
収
穫
し
た
野
菜
で

作
る
ラ
ン
チ
や
ス
ィ
ー
ツ
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
野
菜
そ
の
も
の
の
お
い
し
さ
を
生
か
し
た

料
理
に
は
滋
味
が
あ
り
、
平
日
で
も
常
連

客
で
に
ぎ
わ
う
ほ
ど
。
安
野
雅
子
さ
ん
も
こ

の
キ
ッ
チ
ン
の
料
理
に
感
動
し
、
昨
年
2
月

か
ら
研
修
生
と
し
て
農
場
で
働
い
て
い
ま
す
。

 
「
マッ
サ
ー
ジ
の
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
食
と

体
の
関
係
に
も
と
も
と
興
味
が
あ
り
ま
し

た
。
キ
ッ
チ
ン
の
お
料
理
が
本
当
に
お
い
し

か
っ
た
の
で
、
野
菜
作
り
を
学
び
た
く
な
っ

た
ん
で
す
」（
安
野
さ
ん
）

　
安
野
さ
ん
と
同
じ
く
昨
年
4
月
か
ら
研

修
生
と
なった
市
川
智
章
さ
ん
は
元
料
理
人
。

調
理
を
す
る
側
か
ら
、
食
材
で
あ
る
野
菜

が
ど
の
よ
う
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ

の
現
場
を
知
り
た
く
なった
と
語
り
ま
す
。

 

「
農
場
で
は
年
間
１
５
０
種
ほ
ど
の
野
菜
を

育
て
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

珍
し
い
野
菜
も
作
っ
て
い
る
の
で
、
畑
で
野

菜
を
か
じ
って
味
を
確
認
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
ね
」（
市
川
さ
ん
）

新
し
い
カ
タ
チ
の
農
業
を
模
索
中

　
こ
れ
ま
で
農
業
と
は
縁
の
な
か
っ
た
２
人
。

野
菜
作
り
の
先
輩
で
あ
る
農
場
長
の
丹
上

啓
さ
ん
か
ら
、
畑
の
管
理
や
収
穫
な
ど
日
々

の
作
業
を
通
じ
て
、
様
々
な
こ
と
を
学
ん
で

い
ま
す
。

 

「
最
初
の
頃
は
、
な
に
も
わ
か
ら
ず
指
示

さ
れ
る
ま
ま
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
た

と
え
ば
芽
か
き
の
よ
う
な
さ
さ
い
な
作
業
に

も
意
味
が
あ
る
ん
だ
と
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
って
か
ら
、
農
業
が
さ
ら
に
お
も
し
ろ

く
な
って
き
ま
し
た
」
と
市
川
さ
ん
。
安
野

さ
ん
も
、「
農
業
は
、
手
を
か
け
た
ぶ
ん
だ

け
応
え
て
く
れ
る
って
よ
く
言
わ
れ
る
け
ど
、

ち
ゃ
ん
と
計
算
さ
れ
た
結
果
で
、
科
学
な
ん

だ
な
あ
と
実
感
し
ま
し
た
」。

　
農
場
で
は
２
人
を
含
め
8
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
働
い
て
い
ま
す
。
安
野
さ
ん
と
市
川
さ
ん

の
研
修
に
は
、
農
林
水
産
省
の「
農
の
雇

用
事
業
」
を
活
用
し
ま
し
た
。

 

「
２
人
の
よ
う
な
若
手
を
農
業
の
担
い
手
に

育
て
て
い
く
の
も
、
私
た
ち
農
家
の
務
め
で

す
か
ら
。
研
修
中
に
学
ん
だ
こ
と
は
、
こ
れ

か
ら
の
２
人
の
人
生
を
助
け
て
く
れ
る
は
ず

だ
と
思
って
い
ま
す
」（
丹
上
さ
ん
）

　
い
つ
か
は
大
好
き
な
ス
ペ
イ
ン
で
野
菜
を

作
り
な
が
ら
昔
か
ら
の
日
本
の
食
文
化
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
安
野
さ
ん
。
料
理

人
の
腕
を
生
か
し
、
菜
園
付
き
の
カ
フェ
を

開
く
の
が
夢
だ
と
語
る
市
川
さ
ん
。

　
農
業
の
6
次
産
業
化
を
実
践
し
て
い
る

タ
ン
ジ
ョ
ウ
農
場
で
学
ん
だ
２
人
は
、
作
る

だ
け
で
は
な
い
、
新
し
い
カ
タ
チ
の
農
業
の

あ
り
方
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

研修生の安野さん＆市川さんの お仕事スケジュール
野菜の収穫

野菜の袋詰め

この日、キッチンで使う野菜を収穫。多品種
を育てているので彩りも豊か

軽トラに野菜を積み、地元のスーパーへ納品

※勤務時間は9時～17時。季節によって早出、残業もあり。

「学ぶ意欲のある研修生
は仕事にも一所懸命に
取り組んでくれます」と丹
上さん

再び野菜の収穫
や袋詰め、畑の
管理。この日は翌
日に行うジャガイ
モの植えつけのた
めの種イモの準備

直売コーナーに
野菜を陳列。当
日収穫した様々な
野菜をセットにした
「サラダブーケ」
が人気

キッチン内の直売
コーナーで販売す
る野菜を袋詰め

この日のランチメニュー
に使った野菜をお客
さんに説明するマネー
ジャーの岩山雅子さん

ランチ「旬の野菜プレート」（1,600円）。野菜の味
を生かすよう工夫して調理されている。農場で育てた
小麦で作るケーキなどデザートも人気

「タンジョウファーム
キッチン」の営業日
は毎週木曜から日
曜。営業時間は11
時30分～17時。
住所：千葉県千葉市花見川区大日町1399-2
電話：043-239-7166
http://www.tanjofarm.net/

とれたて野菜を
使ったレシピが
いっぱい

「夢をかなえるまで時間は
かかるかもしれないけど、
諦めずにがんばりたい」と
話す安野さんと市川さん

24

1213
14

16

17

18 6

9

翌日の準備

休憩

9:00

10:00直売コーナーの準備11:00

野菜の収穫・畑の管理12:00 14:00

野菜の納品15:00

睡眠・自由時間

11 2015　　 4月号 102015　　 4月号



全
農
地
に
10
ａ
当
た
り
２
ｔ
も
の
牛
糞
堆
肥

を
投
入
し
ま
し
た
。
吉
弘
さ
ん
は
、「
必
要

な
農
薬
や
化
学
肥
料
の
量
が
、
そ
れ
ま
で
の

半
分
に
な
り
、
お
か
げ
で
、
県
の『
特
別
栽

培
米
』の
認
証
を
受
け
ら
れ
た
ん
で
す
」と

話
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
水
田
を
効
率
的
に
利
用
し
よ
う

と
、
大
豆
や
小
麦
と
の
二
毛
作
を
始
め
た
ほ

か
、
平
成
24
年
か
ら
は
、
米
粉
パ
ン
や
、
み

そ
、
そ
ば
な
ど
の
加
工
品
作
り
に
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
米
粉
パ
ン
工
房「
パ
ン
＆
米
夢（
パ

ン
ト
マ
イ
ム
）」
は
、
年
間
３
０
０
０
万
円

を
売
り
上
げ
る
人
気
店
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
法
人
全
体
の
売
上
は
年
１
億
円
。

９
年
連
続
の
黒
字
を
達
成
し
、
雇
用
す
る
地

元
住
民
は
設
立
当
初
の
３
７
名
か
ら
４
９
名

に
増
え
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
、「
フ
ァ
ー

ム
・
お
だ
」と
い
う
就
職
先
が
で
き
た
こ
と

で
、
都
市
に
出
て
行
っ
た
人
々
が
Ｕ
タ
ー
ン

し
て
い
ま
す
。

 

「
大
切
な
の
は
、
い
か
に
利
益
を
上
げ
る
か

量
の
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
の
整
理
で

す
。
法
人
設
立
前
、
地
区
内
に
各
１
５
０
台

あ
っ
た
も
の
を
、
大
型
機
械
10
台
に
削
減
。

地
区
の
機
械
投
資
額
を
約
７
億
円
か
ら
約

６
０
０
０
万
円
ま
で
カ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
土
壌
改
良

に
着
手
。
近
隣
の
畜
産
農
家
と
連
携
し
て
、

や
め
た
い
」と
回
答
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

 

「
先
祖
伝
来
の
農
地
を
守
り
、
集
落
を
維
持

発
展
さ
せ
る
方
法
は
な
い
も
の
か
と
、
毎
日
、

夜
中
ま
で
仲
間
と
議
論
を
重
ね
ま
し
た
」と
、

吉
弘
さ
ん
。

　
そ
し
て
辿
り
つ
い
た
の
が
一
戸
あ
た
り
平

均
70
ａ
の
農
地
を
、「
農
事
組
合
法
人
」
の

下
に
集
約
し
、
約
１
０
０
ha
の
農
地
を
一
括

管
理
す
る
こ
と
で
、
農
業
経
営
を
改
善
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
当
初
は「
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
土
地
が
、

な
く
な
る
の
で
は
な
い
の
か
？
」と
、
反
対

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
吉
弘
さ
ん
た
ち

は
、
地
道
に
説
明
会
・
勉
強
会
を
開
催
。

 

「
最
終
的
に
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
農
家
が
納
得

し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
遊
休

施
設
や
敷
地
・
空
き
倉
庫
な
ど
、
地
域
資
源

を
フ
ル
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」

「
農
業
で
食
べ
て
い
け
る
な
ら
」と

Ｕ
タ
ー
ン
す
る
人
が
続
々

　
吉
弘
さ
ん
た
ち
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、

農
家
の
経
営
の
足
か
せ
と
な
っ
て
い
た
、
大

６
割
の
農
家
が「
10
年
後
に
は
農
業
を

や
め
た
い
」と
答
え
た
こ
と
に
危
機
感

　
広
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
東
広
島
市
河

内
町
小
田
地
区
は
、
椋む

く
梨な

し
ダ
ム
に
程
近
い
中

山
間
地
で
す
。
地
区
の
世
帯
数
は
２
１
３
戸
。

全
農
家
の
95
％
が
加
入
す
る
農
事
組
合
法
人

「
フ
ァ
ー
ム
・
お
だ
」
は
、
県
内
最
大
級
の

農
業
集
落
と
し
て
、
集
落
の
維
持
・
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
法
人
を
設
立
し
た
の
は
、平
成
17
年
。「
あ

の
こ
ろ
、
地
区
は
危
機
的
な
状
況
で
し
た
」

と
、
組
合
長
理
事
の
吉
弘
昌
昭
さ
ん
は
当
時

を
振
り
返
り
ま
す
。

　
平
成
の
大
合
併
で
小
学
校
や
診
療
所
も
閉

鎖
さ
れ
、
基
幹
産
業
の
農
業
も
赤
字
経
営
で
、

若
者
は
都
市
に
流
出
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
農
家
の
６
割
が「
10
年
後
に
は
農
業
を

「
フ
ァ
ー
ム
・
お
だ
」
は
広
島
県
最
大
級
の
農
事
組
合
法
人
で
す
。
地
区
の
米
農
家
約
１
５
４
世
帯
が
参
加
し
、

１
０
０
ha
を
超
え
る
規
模
の
米
づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
個
人
所
有
の
農
業
機
械
の
整
理
や
土
壌
改
良
に
よ
る
米
の

品
質
向
上
、
米
粉
パ
ン
工
房
の
設
立
な
ど
経
営
改
善
に
取
り
組
み
、
年
間
売
上
１
億
円
、
９
年
連
続
の
黒
字
を
達
成

し
て
い
ま
す
。

地
域
再
生
の
中
核
役
割
を
果
た
す「
農
事
組
合
法
人
」を
設
立

土
壌
改
良
で
品
質
ア
ッ
プ
、米
粉
パ
ン
製
造
販
売
の
開
始
な
ど

徹
底
し
た
経
営
改
善
に
挑
戦
し
、９
年
連
続
で
黒
字
を
達
成
！

文
／
茂
島
信
一
　
写
真
／
吉
田
真
也

トップランナーを支えた力！
　吉弘さんたちは、ファーム設立に当たり、説明会・
勉強会を幾度も開催しました。「事業を成功させ
るためには、参加者全員が、農業経営についてしっ
かり考えることが大切。特に、これまで地域の農
業を守ってきた女性には分かりやすく説明しまし
た。各家庭で、実際にものごとを決めるのは、な
んといっても感性に優れた女の人ですから（笑）」

と
い
う
こ
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
雇
用
が
生
ま

れ
、
さ
ら
に
事
業
を
広
げ
て
、
新
た
な
雇
用

を
生
む
。
そ
の
た
め
の
仕
組
み
が『
フ
ァ
ー

ム
・
お
だ
』な
ん
で
す
」と
吉
弘
さ
ん
。

　
平
成
26
年
か
ら
は
、
国
・
県
の
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、リ
ー
フ
レ
タ
ス
の「
浮

き
楽（
う
き
ら
く
）栽
培
」や
飼
料
用
米
の「
直

播
き
栽
培
」な
ど
、
新
し
い
技
術
の
導
入
に

も
挑
戦
中
で
す
。

 

「
小
田
地
区
の
農
業
を
も
っ
と
魅
力
あ
る
仕

事
に
し
た
い
で
す
ね
。
そ
う
す
れ
ば
、
若
い

人
た
ち
が
、
も
っ
と
地
域
に
来
て
く
れ
る
は

ず
。
目
標
は『
住
み
よ
く
楽
し
く
明
る
い
地

域
づ
く
り
』で
す
」

　
そ
う
語
る
吉
弘
さ
ん
の
視
線
は
、
常
に
、

ふ
る
さ
と
の
未
来
に
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

vol.
94

Challengers!
チャレンジャーズ

トップランナーの軌跡

米粉パン工房「パン＆米夢（パントマイム）」
の商品は４０～５０種類。女性ならではの視点
を活かして開発しており、リピーターも多い

収穫した米は「小田米」としてブランド化。「株
式会社なかやま牧場」が経営するスーパー7
店やＪＡ・業者・直売所などで販売している

広
島
県   

農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
・
お
だ

「ファーム・おだ」の従業員は、
パン工房を含めると、49名。
そのうち5名はUターンIター
ンした若者たち

「26年産は、昨年同様、
約8000袋の米すべて
が一等米。土づくりの
成果です」と吉弘さん
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食
文
化
研
究
家
・
清

き
よ
し 

絢あ

や

の

特集2

車で 1 3 分 車 で 3 3 分

パルシェ 香りの館 あわじ花さじき

館内では、お香作りやエッセ
ンシャルオイルの抽出などの
体験メニューを実施。その他、
新鮮野菜のマルシェ（土日の
み）やフクシア大温室、「香り
の宿」には温泉もある。淡
路島ビュッフェは大人1,650
円（税込）。ディナータイム
には腕利きシェフのフランス
料理が味わえる（要予約）

第11回 

兵庫県淡路
市
回回回回

兵庫兵庫兵兵庫県淡県県 路路路
第1第1第1第11回1回1回1回

兵庫兵庫兵庫兵庫県淡県淡県淡県淡路路路路

母
子
の
健
康
を
願
う

 「
ち
ょ
ぼ
汁
」の
故
郷
を
巡
る

食文化研究家のわたくし清 絢が
日本各地の郷土食を巡る旅もいよいよ最終回。
四季を感じながら、その地方らしい風土と文化に
触れる旅は、貴重な出会いの連続でした。
そんな連載の最後に訪ねたのは、
出産祝いの伝統料理として受け継がれた、
だんご入りの汁物「ちょぼ汁」です。
そこには、お母さんの体をいたわる工夫が詰まった、
名実ともに温かい料理がありました。
文／清 絢　写真／川端正吾　イラスト／竜田麻衣

大阪府出身。日本各地の農山漁村
を訪ね、伝統的な食文化や暮らしに
ついて、調査研究を行う。日本の食
文化を次世代へ継承するために、執
筆、講演など、さまざまな形で活動中。

清 絢 （きよし・あや）

春：ポピー 夏：ヒマワリ

秋：コスモス 冬：ストック

あわじ花
さじき

四季の花
々

季
節
の
花
が
咲
き
誇
る
丘
で

心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

味
わ
い

ふ
れ
あ
い

出
会
い
旅

15haの園内には、いつ
訪れても色鮮やかな花畑
が広がり、春は菜の花や
ポピー、夏はヒマワリやク
レオメ、秋はサルビアやコ
スモス、冬はストックが見
頃に。近隣の馬術クラブ
の散歩コースでもあり、馬
に出会うことも

淡
路
島
を
食
べ
つ
く
す

大
満
足
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

　

明
石
海
峡
大
橋
を
渡
っ
て
や
っ
て
き
た

兵
庫
県
の
淡
路
島
は
、
古
来
よ
り
朝
廷
へ

食
料
を
献
上
す
る〝
御み
け
つ食

国く
に

〞と
称
さ
れ
た

「
食
の
島
」。
こ
こ
に
は
、
産
後
の
女
性

を
ね
ぎ
ら
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成

長
を
願
って
食
べ
る
「
ち
ょ
ぼ
汁
」
と
い
う

汁
物
が
伝
わ
って
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
「
あ

わ
じ
花
さ
じ
き
」
へ
。
広
大
な
敷
地
に
花

の
じ
ゅ
う
た
ん
が
広
が
り
、
明
石
海
峡
や

大
阪
湾
、
関
西
国
際
空
港
ま
で
望
め
ま
す
。

 

「
淡
路
島
は
花
の
島
で
も
あ
る
ん
で
す

よ
。
２
０
０
０
年
に
は
国
際
園
芸・造
園
博

〝
ジ
ャ
パ
ン
フ
ロ
ー
ラ
２
０
０
０
〞（
通
称
：

淡
路
花
博
）が
開
か
れ
、
今
年
は
15
周
年

を
記
念
し
て〝
淡
路
花
博
２
０
１
５ 

花
み

ど
り
フェア
〞が
開
催
さ
れ
ま
す
」
と
広
報

の
細
川
浩ひ
ろ

嗣つ
ぐ
さ
ん
。

　

愛
ら
し
い
花
々
と
雄
大
な
風
景
を
眺
め

る
の
も
気
持
ち
い
い
も
の
で
す
ね
。

　

次
に
訪
ね
た
の
は
、
日
本
の
お
線
香
生

産
量
の
70
%
を
占
め
る
淡
路
市
一
宮
地
区

に
あ
る
、
香
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
施
設
「
パ

ル
シェ 

香
り
の
館
」。

 

「
館
内
に
あ
る
『
レ
ス
ト
ラ
ン 
ベ
ル
レ
ー

ヌ
』
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
、
淡
路
島
産
の

豊
富
な
食
材
を
使
っ
た
約
50
種
類
の
料
理

を
ビ
ュッ
フ
ェ
形
式
で
味
わ
え
ま
す
。
淡
路

特
産
の
タ
マ
ネ
ギ
や
淡
路
牛
は
も
ち
ろ
ん
、

伝
統
料
理
も
知
って
も
ら
い
た
い
の
で
、ち
ょ

ぼ
汁
も
提
供
し
て
い
る
ん
で
す
」
と
企
画

リ
ー
ダ
ー
の
岩
井
宣
樹
さ
ん
。

　

人
気
の
ラ
ン
チ
に
は
観
光
客
だ
け
で
な

く
地
元
の
人
も
大
勢
や
って
き
ま
す
。
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しづかグループ
淡路島

フルーツ農園

淡路出身の中谷 学さんがサラリーマン生
活を終え、Ｕターンして始めた農園。淡路
の農業に新しい風をと試行錯誤し、２年
前にはカフェもオープン。連日多くの観光
客でにぎわう。季節に応じてブドウ、ミカン、
サツマイモ掘り体験なども可能

ちょぼ汁の作り方
●材料（４人前）
いりこだし……700ml
ササゲ……180g
ズイキ……20g
もち粉……100g
味噌……80g
かつお節……適量

ズイキをぬるま湯で戻して１㎝の
長さに切り、ゆがいてあくを抜き、
水けを絞っておく。

いりこだしを鍋に入れ、ササゲとズ
イキを加えて煮る。

もち粉を同量程度の水で耳たぶ
ほどのかたさにこねて、1.5㎝大く
らいのだんごにする。

ササゲとズイキがやわらかくなったら
だんごを入れ、だんごが浮き上がっ
てきたら味噌で味をととのえて完
成。器によそい、かつお節をのせる。

1 2

※下ごしらえ
● ササゲを洗って水に３時間浸し、
一度煮こぼして、たっぷりの水で
やわらかく煮る。

❶ あわじ花さじき　
　 兵庫県淡路市楠本2865-4
　 ☎0799-74-6426
❷ パルシェ 香りの館
　 兵庫県淡路市尾崎3025-1
　 ☎0799-85-1162
❸ 淡路島フルーツ農園
　 兵庫県淡路市上河合173
　 ☎0799-85-2696
❹ 伊弉諾神宮　
　 兵庫県淡路市多賀740
　 ☎0799-80-5001　

車で 4 分

伊弉諾神宮

カリウムやカルシウムが豊富なズイキ
は、産後の女性の体力が早く回復す
るようにと食されてきた。しづかグルー
プのみなさんは阪神・淡路大震災を
乗り越え、20年以上も活動を続けて
いる。郷土料理のたこ飯や若者向
けに考案されたズイキとササゲのご飯
も作ってくださった

境内にある樹齢900年の
夫
め お と

婦大
おおくす

楠には、夫婦神が宿
ると信じられ、多くの絵馬が掛
けられている。夫婦円満の
御
ご

神
しん

鳥
ちょう

セキレイの石碑など、
子授け、安産にご利益があり
そうなモチーフがあちこちに。
夫婦神が描かれた大熊手も
正月期間限定で授与される

43

もち粉は水を
少しずつ加え
て練ってね！

国
生
み
神
話
を
体
感
で
き
る

神
聖
な
空
間

真っ赤な
イチゴやスイーツが
食べられる！

ちょこっと寄り道

お
母
さ
ん
の
体
を
癒
や
し

心
も
温
ま
る
郷
土
汁

　

次
に
立
ち
寄
っ
た
の
は
、
季
節
ご
と
に

果
物
狩
り
が
で
き
る
「
淡
路
島
フ
ル
ー
ツ

農
園
」。
併
設
の
カ
フ
ェ
に
は
、
果
物
を

使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
も
あ
り
、
旅
の
途
中
に

一
息
つ
け
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

　

続
い
て
「
伊い
ざ
な
ぎ

弉
諾
神
宮
」
へ
。
淡
路
島

が
な
ぜ〝
御
食
国
〞と
呼
ば
れ
た
の
か
、
宮

司
の
本ほ
ん
み
ょ
う名
孝た
か

至し

さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

 「『
万
葉
集
』で
は〝
御
食
向
ふ
淡
路
の
国
〞

と
詠
ま
れ
て
い
る
ん
で
す
。
東
は
大
阪
湾
、

西
は
播
磨
灘
、
南
は
太
平
洋
に
囲
ま
れ
、

海
の
幸
が
豊
富
で
、
製
塩
も
盛
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
瀬
戸
内
式
気
候
で
暖
か
く
、
イ
ノ

シ
シ
や
シ
カ
、
野
菜
や
果
物
か
ら
、
い
に

し
え
の
チ
ー
ズ
と
い
わ
れ
る〝
蘇そ

〞ま
で
献

上
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
豊
か
な

土
地
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、『
日
本
書
紀
』
の

中
で
国
生
み
神
話
の
舞
台
に
淡
路
島
が
選

ば
れ
、御
食
国
に
も
な
れ
た
の
で
し
ょ
う
」

と
本
名
さ
ん
。

　

伊い
ざ
な
ぎ
の

弉
諾
大お

お

神か
み

と
伊い

ざ
な
み
の

弉
冉
大お

お

神か
み

の
夫
婦
神

を
祀
る
神
宮
は
、
夫
婦
円
満
や
子
授
け
に

ご
利
益
が
あ
る
と
、
多
く
の
参
拝
客
が
訪

れ
ま
す
。
そ
う
し
た
出
産
や
赤
ち
ゃ
ん
に

ま
つ
わ
る
郷
土
料
理
が
、
今
回
ご
紹
介
す

る
ち
ょ
ぼ
汁
な
の
で
す
。

　

作
り
方
を
教
え
て
く
れ
る
の
は
、
志し

筑づ
き

地
区
で
農
産
物
の
直
売
所
を
運
営
す
る

「
し
づ
か
グ
ル
ー
プ
」
の
み
な
さ
ん
。

 「
ち
ょ
ぼ
汁
は
、
サ
サ
ゲ
と
ズ
イ
キ（
芋

茎
）の
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
だ
ん
ご
汁
で
ね
、

産
後
の
お
母
さ
ん
の
た
め
に
作
る
も
の
。

ズ
イ
キ
は
古
い
血
を
下
ろ
し
て
血
を
き
れ

い
に
し
て
、
お
乳
の
出
も
よ
く
な
る
っ
て
、

女
性
の
体
を
い
た
わ
る
た
め
に
食
べ
ら
れ

た
ん
よ
」と
、
池
田
美
重
子
さ
ん
。

　

か
つ
て
は
、
出
産
し
た
女
性
の
母
親
が

材
料
を
持
っ
て
里
か
ら
訪
れ
、
作
っ
た
も

の
で
し
た
。
だ
ん
ご
の
形
に
も
意
味
が
あ

り
、
女
児
が
産
ま
れ
た
ら
ま
ん
ま
る
に
、

男
児
な
ら
先
を
と
が
ら
せ
て
、
健
や
か
な

成
長
を
願
い
ま
し
た
。料
理
名
は「
お
ち
ょ

ぼ
口
の
よ
う
に
か
わ
い
ら
し
く
育
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る

の
だ
と
か
。
赤
ち
ゃ
ん
を
お
披
露
目
す
る

日
に
は
、
親
戚
や
近
所
に
も
振
る
舞
う
習

慣
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

一
見
ぜ
ん
ざ
い
の
よ
う
で
す
が
、
食
べ

て
み
る
と
、
い
り
こ
だ
し
の
味
噌
汁
で

ご
は
ん
に
よ
く
合
い
、
食
べ
応
え
も
十
分
。

産
後
の
疲
れ
き
っ
た
体
に
も
元
気
が
湧
い

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
最
近
は
、
島
内
の
イ

ベ
ン
ト
で
ち
ょ
ぼ
汁
を
振
る
舞
い
、
多
く

の
人
に
魅
力
を
伝
え
て
い
る
み
な
さ
ん
。

 「
自
分
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
る
と
き
に

は
娘
に
作
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
言
う
若
い

方
も
増
え
て
き
た
と
か
。
母
子
の
健
康
と

成
長
を
願
う
温
か
い
思
い
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
も
淡
路
の
母
の
味
と
し
て
、
受
け

継
が
れ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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大
型
水
槽
の
活
用
が
ポ
イ
ン
ト

ウ
ナ
ギ
の
大
量
生
産
の
実
現
に
向
け
て

完
全
養
殖
技
術
が一歩
前
進
！

アフ・ラボ
AFF LABORATORY

農林水産分野の最新研究成果を紹介！

然
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
漁
獲
量
は
年
々
減
少

し
、
国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
に

よ
り
平
成
26
年
6
月
に
「
絶
滅
危
惧
種
」
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
然
種
苗
が
獲
れ
な
け
れ
ば
、
人
工
的

に
生
産
し
た
い
の
で
す
が
、
マ
ダ
イ
な
ど

と
は
生
理
・
生
態
が
ま
っ
た
く
異
な
る
た

め
、
ウ
ナ
ギ
種
苗
の
人
工
生
産
は
特
別
な

難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
採
捕
し
た
天
然
の

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
を
成
熟
さ
せ
た
親
ウ
ナ
ギ

か
ら
得
ら
れ
た
受
精
卵
を
ふ
化
さ
せ
、

仔し

魚ぎ
ょ（
レ
プ
ト
セ
フ
ァ
ル
ス
）
を
経
て

再
び
親
ま
で
育
て
、
再
度
受
精
卵
・

ふ
化
仔
魚
を
得
る
完
全
養
殖
の
実
現
は
、

ボ
ウ
ル
水
槽
で
完
全
養
殖
を
実
現
す
る
も
、

手
間
や
コ
ス
ト
が
ネ
ッ
ク
に
…
…

　

現
在
、
養
殖
の
ウ
ナ
ギ
は
、
シ
ラ
ス
ウ

ナ
ギ
と
呼
ば
れ
る
ウ
ナ
ギ
の
天
然
稚
魚
を

沿
岸
で
漁
獲
し
、
そ
れ
を
養
殖
し
種
苗
に

使
っ
て
育
て
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
天

資
源
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
。
平
成
22
年
に
世
界
初
の
完
全
養
殖
に
成
功
し
ま
し
た
が
、約
10
ℓ
の
小
型
水
槽
で
し
か

飼
育
で
き
な
い
こ
と
が
課
題
で
し
た
。
し
か
し
昨
年
初
め
て
1
0
0
0
ℓ
の
大
型
水
槽
に
よ
る
飼
育
を
実
現
。
ウ
ナ
ギ
の
安
定
供
給
に

向
け
、人
工
種
苗
の
大
量
生
産
技
術
の
研
究
開
発
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
／
宗
像
幸
彦　

写
真
提
供
／
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

け
っ
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ウ
ナ
ギ
の
仔
魚
は
、
タ
イ
や
マ
グ
ロ
の
ふ

化
直
後
の
餌
に
使
わ
れ
る
シ
オ
ミ
ズ
ツ
ボ
ワ

ム
シ
で
は
ま
っ
た
く
成
長
せ
ず
、
細
菌
に
も

弱
く
常
に
清
潔
な
水
と
水
槽
を
必
要
と
し

ま
す
。
そ
こ
で
、
国
立
研
究
開
発
水
産

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
餌

を
探
索
し
て
サ
メ
卵
が
使
え
る
こ
と
を
見

出
し
、
さ
ら
に
10
ℓ
の
透
明
の
ボ
ウ
ル
水
槽

２
台
を
対
に
し
て
1
日
の
最
後
の
給
餌
が

終
わ
っ
た
ら
毎
日
仔
魚
を
清
浄
な
新
し
い
水

槽
に
移
し
替
え
る
手
法
を
開
発
。
そ
の
後
、

サ
メ
卵
飼
料
の
栄
養
成
分
の
改
良
を
重
ね

た
結
果
、
平
成
14
年
に
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の

生
産
に
成
功
し
、
平
成
22
年
、
つ
い
に
世

界
初
の
完
全
養
殖
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
ボ
ウ
ル
水
槽
に
も
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。
10
ℓ
水
槽
1
台
あ
た
り

の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
生
産
尾
数
は
、
平
均

約
10
尾
と
非
常
に
少
な
い
の
で
す
。
ま
た
、

水
槽
の
中
の
仔
魚
を
パ
イ
プ
で
新
し
い
水

槽
に
移
す
作
業
が
必
要
で
あ
り
、
取
り
残

さ
れ
た
仔
魚
を
専
用
の
ス
ポ
イ
ト
で
一
尾

ず
つ
吸
い
取
っ
て
移
動
さ
せ
る
な
ど
、
大

変
な
手
間
暇
が
か
か
り
ま
す
。

大
型
水
槽
に
人
工
水
流
を
起
こ

す
こ
と
で
、
難
問
を
ク
リ
ア
！

　

ウ
ナ
ギ
の
大
量
生
産
を
実
現
す
る
に
は
、

大
型
水
槽
で
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
仔
魚
を
大

量
に
飼
育
し
、
作
業
の
省
力
化
を
実
現
す

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
水

産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
25
年
４

月
か
ら
、
1
0
0
0
ℓ
の
大
型
水
槽
を
用

い
た
本
格
的
な
研
究
に
着
手
し
ま
し
た
。

 

「
大
型
水
槽
で
は
、
水
槽
内
の
水
を
捨
て

て
掃
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
壁
が

汚
れ
て
仔
魚
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
。
そ
こ

で
、
大
型
水
槽
の
形
状
や
注
水
方
法
を
工

夫
し
て
水
槽
内
の
水
流
に
つ
い
て
様
々
な

ア
イ
デ
ア
を
試
し
た
ん
で
す
」
と
話
す
の

は
増
養
殖
研
究
所
の
桑
田
博
さ
ん
で
す
。

　

実
験
で
は
、
1
0
0
0
ℓ
の
大
型
水
槽

で
様
々
な
調
整
を
し
た
と
こ
ろ
、
水
槽
壁

が
き
れ
い
な
下
流
側
の
水
槽
に
仔
魚
が
ス

ム
ー
ズ
に
移
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
1
台
の
大
型
水
槽
に
収
容
し

た
２
万
8
0
0
0
尾
の
仔
魚
の
う
ち
、
半

年
後
の
段
階
で
も
9
0
0
尾
の
レ
プ

ト
セ
フ
ァ
ル
ス
幼
生
が
生
残
し
て
お
り
、

1
8
0
日
齢
か
ら
徐
々
に
変
態
が
始
ま
り
、

5
1
4
日
齢
ま
で
に
合
計
4
4
1
尾
シ
ラ

ス
ウ
ナ
ギ
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
当
初
は
生

残
率
（
給
餌
開
始
か
ら
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
ま

で
育
つ
割
合
）
０
％
も
覚
悟
し
た
大
型
水

槽
に
よ
る
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
生
産
に
成
功

し
た
の
で
す
。

　

ま
た
、「
飼
育
水
は
捨
て
な
い
で
も
水
槽

壁
を
ス
ポ
ン
ジ
で
こ
す
れ
ば
OK
」「
水
槽
に

残
さ
れ
た
仔
魚
を
す
く
う
必
要
は
な
し
」

従来の小型水槽は、10ℓと小さく、生産できるウナギの数も約
10尾と少なかった。また、水の交換など飼育の手間がかかり、
高価なボウル水槽も必要だった

脂の乗った
ウナギ
楽しみ～

あふちゃん

1000ℓ水槽で、飼育したウナギ（184日齢）

アブラ
ツノザメの卵

人工
シラスウナギ

ボウル水槽
大型水槽

レプトセファルス
幼生

水産総合研究センターにおけるウナギ研究の進展

新型水槽は1000ℓ
の大型サイズ。実験
では441尾のシラスウ
ナギの育成に成功

1990年1999年2002年2010年2013年
サメ卵
飼料の発見！

レプトセファルス
幼生まで飼育

シラスウナギまで
飼育

親魚にする
（メス化させる） 成熟させる

産卵・受精
させる

孵化させる

餌や飼育水槽
の開発・改良

成長させる

完全養殖に
成功

大型水槽
での飼育に成功

「
大
型
水
槽
で
も
飼
え
る
」
な
ど
、
手
間
や

コ
ス
ト
が
削
減
で
き
て
、
大
量
生
産
へ
の

道
が
一
気
に
拓
け
ま
し
た
。

 

「
今
後
の
課
題
は
、
ボ
ウ
ル
水
槽
よ
り
は

ま
だ
ま
だ
劣
っ
て
い
る
生
残
率
を
上
げ
て

い
く
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
水
槽
自
体

は
も
ち
ろ
ん
、
餌
の
研
究
や
自
動
給
餌
機

の
開
発
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
語
る
桑
田

さ
ん
。
伝
統
的
な
日
本
の
食
文
化
で
も
あ

る
ウ
ナ
ギ
を
守
る
た
め
に
、
種
苗
生
産
の

研
究
が
、
日
夜
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

1台の水槽で生産できる
シラスウナギの数は
10尾から441尾に！

ウナギの卵は、雌親1
尾あたり30万～100
万個取れるが、それをふ
化させて仔魚（レプトセ
ファルス幼生）に育て
ることが、非常に難しい

182015　　 4月号19 2015　　 4月号





「
み
ど
り
と
ふ
れ
あ
う

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

大人向けには、自然素材の「クラフト」
や「樹木ウォッチング」などを開催

ステージ上では、チェーンソーカービング
やクイズ大会など楽しい催しがいっぱい！

平成27年度の「緑の募金」ポスター

M A F F TOPICS

「
み
ど
り
の
式
典
」で
は
、

「
み
ど
り
の
学
術
賞
」な
ど
を
授
与

　

多
く
の
人
に
、
森
や
自
然
に
つ
い
て

の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
設

け
ら
れ
た「
み
ど
り
の
月
間
」。
期
間

中
は
、
各
地
で〝
み
ど
り
〞に
ま
つ
わ
る

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
今
年
で
第
９
回
と
な
る

「
み
ど
り
の
式
典
」
は
、
4
月
27
日
（月）
、

東
京
都
内
で
開
催
予
定
で
す
。当
日
は
、

「
み
ど
り
」
に
関
す
る
学
術
上
の
顕
著

な
功
績
を
表
彰
す
る
「
み
ど
り
の
学
術

賞
」
や
、
緑
化
推
進
運
動
の
功
績
を
表

彰
す
る
「
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
内
閣

総
理
大
臣
表
彰
」
の
授
与
式
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
「
み
ど
り
の
学
術
賞
」
に
つ
い
て
は
、

20
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
平
成
27
年
度

は
、
国
内
外
の
森
林
づ
く
り
は
も
ち
ろ

ん
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
森
林

整
備
や
緑
化
に
向
け
、「
緑
の
募
金
」
運

動
を
い
っ
そ
う
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

募
金
活
動
は
各
地
で
行
わ
れ
る

ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（http://

w
w
w
.m
idorinobokin.net/

）
で
も

申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

典 

み
ど
り
の
感
謝
祭
」。
第
25
回
と
な

る
今
年
は
、「
感
じ
よ
う 

み
ど
り
の
恵

み
と 

木
の
ぬ
く
も
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

5
月
9
日
（土）
か
ら
10
日
（日）
に
か
け
て
、

東
京
都
の
日
比
谷
公
園
で
行
わ
れ
ま

す
。

　

9
日
（土）
の
式
典
で
は
、
国
土
の
緑
化

に
功
績
の
あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る
「
み

ど
り
の
文
化
賞
」
の
表
彰
式
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
、
ガ
チ
ャ
ピ

ン
、
ム
ッ
ク
な
ど
の
森
の
仲
間
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
苗
木
と
花

の
無
料
配
布
、
木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊

ぶ
「
木
育
ひ
ろ
ば
」、
木
登
り
体
験
な

ど
の
ほ
か
、
キ
ノ
コ
や
山
菜
、
ジ
ビ

エ
料
理
の
提
供
も
予
定
さ
れ
、
家
族

み
ん
な
で
楽
し
め
る
こ
と
請
け
合
い

で
す
（
詳
し
く
は
、http://w

w
w
.

m
id
o
rin
o
ka
n
s
h
a
s
a
i2
0
1
5
.

com

）。

今
年
で
20
周
年
の
節
目
を
迎
え
る

「
緑
の
募
金
」運
動

 

「
み
ど
り
の
月
間
」
に
は
「
緑
の
募
金
」

運
動
も
重
点
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
昭
和
25
年
、

〝
荒
廃
し
た
国
土
に
緑
を
よ
み
が
え
ら

せ
よ
う
〞
を
合
言
葉
に
「
緑
の
羽
根
募

金
」
運
動
が
始
ま
り
、
平
成
7
年
に
は

「
緑
の
募
金
」
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
法
律
制
定
か
ら

今
般
新
た
に
日
本
科
学
未
来
館
（
毛
利

衛
館
長
）
と
連
携
し
、
受
賞
者
に
よ
る

記
念
講
演
会
の
開
催
や
、
科
学
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
タ
ー
を
介
し
て
研
究
内
容
を
解

説
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
功
績
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、「
み
ど
り
の
月
間
」
の
締
め
く

く
り
と
な
る
行
事
が
「
森
と
花
の
祭

様々なイベントが盛りだくさん！

4月15日から5月14日は
「みどりの月間」
毎年恒例の「みどりの月間」が、間もなく始まります。今年も「みどり
の式典」のほか、みどりの恵みや木のぬくもりを〝見て 触れて 味わえ
る〞イベントが目白押しです。

放射性セシウムに関する情報について
農林水産省のホームページ （東日本大震災に関する情報）をご覧ください。
http://www.maff.go.jp/
携帯電話用ホームページ
http://www.maff.go.jp/mobile/

今後もよりよい広報誌とするため、読者アンケートにご協力ください。
農林水産省のホームページ、広報誌aff のサイトから回答できます。

広報誌aff（あふ）の
感想をお聞かせください

読者の声 「aff 」読者から寄せられた
ご意見やご感想を紹介します。

◆花のある暮らしのコーナーは、とても良かったです。出雲
市にも、花の郷があり、時々行き花を見ており、孫が来た時
もいっしょに遊びに行っています。（男性）
◆「味わい ふれあい 出会い旅」を楽しみに読んでいます。
今回の「けんちょう」は食材も手元にあるので喜びました。
さっそく我が家でも作ってみようと思います。（女性）
◆アフラボの「飛ばないテントウムシ」には驚きました。農
薬ではなく、テントウムシを改良してアブラムシを駆除する
とは、安全で画期的ですね。（女性）
◆立体木格子が建築に採用されていること。日本の技術の高
さがまたまた立証され、ただ驚くばかりです。料理、建築、
衣食住すべてにおいて世界に類をみない文化の深さ、偉大さ
は驚くことばかり。日本人であることに、今更ながら誇りを
覚えるばかりです。（女性）

今回取材した地域

❸ ❶

❷

特集１ ❶埼玉県鶴ヶ島市（野菜農家：土橋綾子さん）❷千葉県
千葉市（タンジョウ農場）
チャレンジャーズ ❸広島県東広島市（農事組合法人ファーム・
おだ）

特集2  ❹兵庫県淡路市

「森のヨガ」「チェーンソーカービング」「チェーンソーカービング」
などのパフォーマンスも！などのパフォーマンスも！

集まった緑の募金は、森林整備や緑化などの「森づくり」や
これからの森林の未来を担う子どもたちの

自然・環境教育や森づくりのリーダーを育てるなどの
「人づくり」にも活かされています。

森が育てるみんなの心

「緑の募金」は、東日本震災地域の森林整備・緑化をはじめ、国内外の森林整備や森林ボランティアの育成などに、大切に活用されています。

緑の募金
ご協力をお願いします

春の新緑シーズン（2月～5月）と秋の紅葉シーズン（9月～10月）の年２回
家庭募金、街頭募金、職場募金、企業募金、学校募金などによっておこなわれています。
緑の募金に関するお問い合わせはこちらまで

公益社団法人 国土緑化推進機構
ホームページアドレス http://www.green.or.jp 電子メールアドレス    bokin@green.or.jp

0120-110-381 インターネットで募金

midorinobokin.net

最新情報はこちらで検索→ マイナンバー
社会保障制度・税番号制度 が始まります。 

「木育ひろば」に「木育ひろば」に

木のおもちゃで
思いっきり
遊びたいな

（右）「みどりの式典」に御臨席の天皇皇后両陛下
（上）「みどりの学術賞」を授与する安倍総理大臣
（中央）
（写真はいずれも昨年のもの）

昨年のキッズ向けのプログラムには、絵本
を読み聞かせる「絵本ピクニック」なども

日本庭園の特質を哲学や美
学、歴史などからのアプローチで
はなく、科学的視点から解明。
それにより、日本庭園は日常生
活から離れた特別な空間ではな
く、自然との共生から生まれたわが国の「農の風景」
が凝縮したものであることを明らかにした。その成果
から、都市の景観保全や育成といった国民運動をつ
くったことが「景観法」の制定にもつながった。こ
れらの研究・活動により「みどり」に対する国民の理
解増進に大きく寄与した。

葉の内部構造と光合成の関係
を詳しく調べ、1枚の葉の中で
も表面と裏面では光の吸収の
仕方が異なり、これによって葉
全体で効率よく光合成を行っていることを明らかにし
た。また、大気中のCO2 濃度の上昇が植物の生
理・生態に及ぼす影響を解明するなど、植物生態学
を始めとする幅広い分野の学術の発展に貢献した。

進
しん

士
じ

五
い

十
そ

八
や

寺島一郎

東京農業大学名誉教授

東京大学大学院
理学系研究科教授

～第9回みどりの学術賞受賞者～

❹
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